
『
全
経
大
意
』と
藤
原
頼
長
の
学
問

後

藤

昭

雄

は
じ
め
に

本
稿
は
『
真
言
密
教
寺
院
に
伝
わ
る
典
籍
の
学
際
的
調
査
・
研
究
｜
金
剛
寺
本
を
中
心
に
｜
』（
科
学
研
究
費
平
成
二
十
年
度
研
究

成
果
中
間
報
告
書
、
成
城
大
学
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
執
筆
し
た
「『
全
経
大
意
』
に
つ
い
て
」
の
続
稿
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま

ず
前
稿
の
要
点
を
述
べ
て
お
く
。

大
阪
府
河
内
長
野
市
の
真
言
宗
寺
院
金
剛
寺
に
は
多
く
の
経
典
聖
教
典
籍
が
存
す
る
が
、『
全
経
大
意
』
は
そ
の
中
に
見
い
だ
し

た
も
の
で
あ
る
。
他
に
存
在
を
聞
か
な
い
。

写
本
で
列
帖
装
一
冊
、
墨
付
32
丁
。
尾
題
に
「
全
経
大
意
」
の
書
名
が
あ
る
。
次
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

『全経大意』と藤原頼長の学問
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永
仁
四
年
丙申

卯
月
十
四
日
酉剋

終

書
写
了

永
仁
四
年
は
一
二
九
六
年
。

こ
の
書
は
『
周
易
』『
尚
書
』
以
下
、
十
三
種
の
経
書
の
目
録
お
よ
び
そ
の
案
内
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
書
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

書
名
、
巻
数
（

数
）
を
書
き
、
次
い
で
注
釈
書
を
数
点
ず
つ
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
唐
代
ま
で
の
も
の
に
限
ら
れ
、
宋
代
に
は
及
ば

な
い
。
そ
の
後
に
、
い
ず
れ
も
先
行
の
文
献
か
ら
の
抄
出
引
用
で
あ
る
が
、
そ
の
引
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
書
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

そ
の
引
用
さ
れ
た
文
献
中
の
記
述
に
は
我
が
国
で
編
纂
さ
れ
た
書
物
に
し
か
見
い
だ
し
え
な
い
も
の
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
書
は
日
本
で
編
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
も
の
要
点
は
以
上
の
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
結
果
を
得
る
に
当
た
っ
て
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
注
疏
お
よ
び
説
明
部
分
に
引
用
さ
れ
た
文
献
の
同
定
ま
た
確
認
を
行
っ

た
が
、
そ
の
作
業
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
と
藤
原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』
の
記
述
内
容
と
の
間
に
近
縁
す
る
も
の
の
少
な
く
な
い
こ
と

を
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
両
者
の
関
連
に
絞
っ
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
感
じ
取
っ
た
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
の
確
実
さ
を
持

つ
か
の
計
測
作
業
で
あ
る
。
あ
る
い
は
頼
長
の
学
問
を
物
差
し
と
し
て
の
『
全
経
大
意
』
の
文
学
史
に
お
け
る
意
義
の
確
認
で
あ
る
。

な
お
、
併
せ
て
、
前
稿
の
補
足
を
も
意
図
す
る
。

一

『
全
経
大
意
』
は
我
が
国
で
編
述
さ
れ
た
書
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
が
、
ま
ず
、
こ
の
こ
と
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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現
在
知
り
え
た
と
こ
ろ
で
は
、『
全
経
大
意
』
の
書
名
を
記
載
す
る
の
は
東
山
御
文
庫
蔵
「
宝
蔵
御
物
御
不
審
櫃

１
）

目
録
」
が
唯
一

で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
最
初
に
『
毛
詩
』『
礼
記
』
以
下
の
経
書
を
著
録
す
る
が
、『
論
語
』
の
項
に
「
全
経
大
意
」
の
書
名
が
見
え

る
。

同
（
部
類
御
書
）
四
十

一
合
論
語
二

論
語
三
巻
二
四
六

自
余
欠

五
経
異
義
一
部
残
三
巻

欠
七
ケ
巻

五
経
異
義
一
巻
災
異
第
七

天
世
王
官
発
題
等
一
巻

全
経
大
意
一
巻

孔
子
家
語
一
巻
第
一

七
経
発
題
一
巻

諸
経
発
題
一
巻

梁
集
雅
義
趣
一
巻

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
他
の
諸
書
を
確
か
め
て
み
よ
う
。『
論
語
』『
孔
子
家
語
』
は
何
の
説
明
も
必
要
な
い
が
、『
五
経
異
義
』
は

『
隋
書
』
経
籍
志
の
「
論
語
」
の
項
に
、「
五
経
異
義
十
巻

後
漢
太
尉
祭
酒
許
慎
撰
」
と
、
ま
た
『
梁
集
雅
義
趣
』
は
『
日
本
国
見

在
書
目
録
』
の
「
論
語
家
」
に
「
梁
集
雅
義
趣
一
巻
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
書
は
中
国
の
著
作
と
知
ら
れ
る
。『
七

経
発
題
』
は
『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』
の
第
十
櫃
に
『
聖
証
論
』『
五
経
異
義
』『
孝
経
私
記
』『
孝
経
去
惑
』『
孝
経
絃
』『
孝
経
援

神
契
意
隠
』『
六
芸
論
』『
梁
集
雅
義
趣
』
と
共
に
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
聖
証
論
』
以
下
が
中
国
編
述
の
著
で
あ
る

２
）

こ
と
か
ら
、

『
七
経
発
題
』
も
同
じ
く
中
国
の
書
と
考
え
ら

３
）

れ
る
。
残
る
『
天
世
王
官
発
題
』『
諸
経
発
題
』
は
中
国
の
書
と
は
っ
き
り
確
か
め
る

こ
と
は
で
き

４
）

な
い
の
で
あ
る
が
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
宝
蔵
御
物
御
不
審
目
録
」
の
編
者
は
、『
全
経
大
意
』
は
中
国
に
お
い

て
編
述
さ
れ
た
書
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
他
の
書
と
共
に
著
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
我
が

『全経大意』と藤原頼長の学問
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国
に
お
け
る
作
で
あ
ろ
う
と
の
結
論
と
な
っ
た
。

二

書
名
の
「
全
経
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

「
全
経
」
は
辞
書
的
意
味
と
し
て
は

す
べ
て
の
経
書

、

そ
ろ
っ
た
経
書

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
用
例
は
中
国
の
文
献
に

も
少
な
い
。
早
い
例
と
し
て
劉

の
「
書
を
移
し
て
太
常
博
士
を
譲せ
む
」（『
文
選
』
巻
四
十
三
）
に
、

時
に
漢
興
り
て
已
に
七
八
十
年
、
全
経
を
離
る
る
こ
と
固まことに
以
て
遠
し
。

と
あ
り
、
李
善
注
に
「
韋
昭
曰
は
く
、
全
経
は
未
だ
焚
書
せ
ざ
る
時
な
り
」
と
い
う
の
は
、
秦
に
よ
る
焚
書
以
前
の
完
全
な
か
た
ち

の
経
書
と
解
す
る
。
降
っ
て
唐
の
韓
愈
の
「
孟
尚
書
に
与
ふ
る
書
」（『
昌
黎
先
生
集
』
巻
十
八
）
に
、

故もと
の
学
士
多
く
老
死
し
、
新
た
な
る
者
は
全
経
を
見
ず
、
尽
く
は
先
王
の
事
を
知
る
こ
と
能
は
ず
。

と
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
用
例
は
少
な
い
が
、『
江

５
）

談
抄
』
巻
五
｜
七
三
「
都
督
自
讃
の
事
」
に
、

家
の
文
書
、
道
の
秘
事
、
皆
以
て
煙
滅
せ
ん
と
す
る
な
り
。
就
中
に
史
書
、
全
経
の
秘
説
も
徒
に
て
滅
び
ん
と
す
る
な
り
。

と
あ
る
。
ま
た
『
古

６
）

事
談
』
巻
六
｜
三
六
、
菅
原
文
時
の
弟
子
に
二
派
が
あ
る
こ
と
を
語
る
な
か
に
、

文
時
は
又
史
書
、
全
経
専
ら
之
れ
に
堪
ふ
る
者
な
り
。

と
あ
る
。
時
代
が
降
っ
て
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
の
「
九
条
家
文
庫
文
書
目
録
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
十
三
巻
）
に
次
の
よ
う
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に
あ
る
。

一
合

全
経

一
合

史
記

一
合

列
伝

一
合

後
漢
書
文
集
等

二
合

文
集
上
下

一
合

文
集
上
下

一
合

文
選

一
合

小
学
家
已
下

（
以
下
略
）

『
二
中
歴
』
巻
十
一
、
経
史
歴
に
、「
詩

毛
詩
）、
書

尚
書
）」
以
下
、「
老
子
、
荘
子
」
に
至
る
十
三
経
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
今
案

に
、

今
案
、
老
子
、
荘
子
非

全
経
数
。

と
あ
る
。

わ
ず
か
に
得
た
用
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
来
の
用
法
か
ら
は
意
味
が
ず
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

す
べ
て

の
経
書

完
全
な
経
書

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
史
書
ま
た
文
学
書
に
対
し
て
、
経
書
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
台
記
』
に
は
以
下
の
用
例
が

７
）

あ
る
。

康
治
二
年
七
月
二
十
二
日
の
『
左
伝
』
講
論
の
記
事
に
、

次
い
で
文
章
得
業
生
藤
原
成
佐

全
経
の
大
義
に
通
ず

左
伝
巻
第
一
を
持
ち
て
、
進
み
て
坐
に
就
き
て
経
を
講
ず
。

同
十
一
月
二
十
四
日
条
、
清
原
信
俊
所
持
の
『
周
易
正
義
』
の
版
本
を
写
本
と
交
換
し
て
ほ
し
い
と
請
う
伝
言
に
、

書
本
を
以
て
摺
本
に
替
へ
ん
と
請
ふ
。
若
し
請
ふ
所
を
許
さ
ざ
れ
ば
、
此
の
正
義
の
外
、
信
俊
が
得
ん
と
欲ねが
ふ
所
の
全
経
の
末

『全経大意』と藤原頼長の学問
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文
五
十
巻
、
新
た
に
之
れ
を
書
写
せ
ん
。

天
養
二
年
四
月
十
四
日
条
、
頼
長
は
「
文
士
」
を
集
め
「
文
倉
」
の
文
書
を
調
べ
て
目
録
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
記
事
に
、

余
、
向さき
に
又
之
れ
を
見
る
に
、
其
の
書
四
部
有
り
。
全
経
、
史
書
、
雑
説
。
本
朝
其
の
半
分
な
り
。

と
あ
る
。

『
台
記
』
に
は
こ
の
よ
う
に
三
例
あ
り
、
頼
長
の
常
用
の
語
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三

『
全
経
大
意
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
経
書
十
三
種
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
周
易
、
⑵
尚
書
、
⑶
毛
詩
、
⑷
周
礼
、
⑸
儀
礼
、
⑹
礼
記
、
⑺
春
秋
左
氏
伝
、
⑻
春
秋
公
羊
伝
、
⑼
春
秋
穀
梁
伝
、
⑽
論
語
、

孝
経
、

老
子
、

荘
子
。

一
方
、
頼
長
は
『
台
記
』
の
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
九
月
三
十
日
条
に
、
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
以
来
学
習
し
て
き
た
典
籍

の
目
録
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
読
書
の
年
次
も
併
せ
記
し
た
も
の
で
、
頼
長
の
学
問
の
軌
跡
を
示
す
史
料
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
に
よ
っ
て
大
き
く
「
経
家
」「
史
家
」「
雑
家
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
経
家
」
に
記
さ
れ
た

書
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
書
名
と
巻
数
の
み
を
挙
げ
、「
抄
」「
首
付
」
等
の
細
注
お
よ
び
年
次
は
省
略
す
る
）。

経
家
二
百
六
十
二
巻

尚
書
十
三
巻
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同
音
釈
二
巻

同
正
義
二
十
巻

毛
詩
二
十
巻

同
正
義
四
十
巻

周
礼
十
二
巻

儀
礼
十
四
巻

礼
記
二
十
巻

新
定
三
礼
図
二
十
巻

左
伝
三
十
巻

同
釈
例
十
六
巻

法
一
巻

同
正
義
三
十
六
巻

公
羊
十
二
巻

同
解
徽
十
二
巻

穀
梁
十
二
巻

同
疏
十
二
巻

古
文
孝
経

『全経大意』と藤原頼長の学問
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御
注
孝
経
一
巻

同
述（
儀ママ
五）
巻

同
去
惑
一
巻

論
語
十
巻

同
皇
侃
疏
十
巻

老
子
二
巻

荘
子
三
十
三
巻

経
典
釈
文
七
巻

後
に
も
何
度
か
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
確
か
め
た
い
の
は
経
書
と
そ
の
記
載
の
順
序
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
尚
書
、
⑵
毛
詩
、
⑶
周
礼
、
⑷
儀
礼
、
⑸
礼
記
、
⑹
春
秋
左
氏
伝
、
⑺
春
秋
公
羊
伝
、
⑻
春
秋
穀
梁
伝
、
⑼
孝
経
、
⑽
論
語
、

老
子
、

荘
子
、

経
典
釈
文
。

『
経
典
釈
文
』
は
他
と
は
全
く
性
格
が
異
な
る
の
で
除
外
す
る
と
、『
尚
書
』
か
ら
『
荘
子
』
ま
で
の
十
二
経
で
あ
る
。
こ
れ
を
前

掲
の
『
全
経
大
意
』
の
十
三
経
と
比
較
す
る
と
、

『
全
経
大
意
』
で
は
最
初
に
挙
げ
る
『
周
易
』
が
な
い
。

『
孝
経
』
と
『
論
語
』
の
順
序
が
逆
で
あ
る
。

と
い
う
二
点
が
相
違
す
る
が
、
前
者
に
関
し
て
は
、
康
治
二
年
十
二
月
七
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

吾
欲

学

周
易

之
。
且
是
所
以
、
可

与

明
年
甲
子
革
命
之
議

也
。
而
俗
人
伝
云
、
学

此
書

者
有

凶
云
々

。
又
云
、
五
十
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後
可

学
云
々

。
余
案

之
、
此
事
更

所
見
。
如

論
語
皇
侃
疏

者
、
少
年
可

学
之
由
所
見
也
。
然
而
猶
恐

俗
語
。

私
は
『
周
易
』
を
学
ぼ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
明
年
の
甲
子
革
命
の
議
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
書
を
学
ば
な
か
っ

た
の
は
、
世
間
で
、
こ
の
書
を
学
ぶ
と
よ
く
な
い
事
が
あ
る
と
か
、
五
十
歳
以
後
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
確
か
な
根
拠
は
な
い
の
だ
が
、
言
い
伝
え
を
気
に
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
う
し
て
翌
八
日
に
は
早
速
「
始
め
て
周

易
を
見
る
」
の
記
事
が
あ
り
、
年
末
同
三
十
日
条
に
付
さ
れ
た
「
康
治
二
年
所
学
」
に
は
「
周
易
十
巻
」「
同
正
義
二
巻
」
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
月
三
十
日
条
の
所
見
目
録
に
『
周
易
』
が
見
え
な
い
の
は
、
頼
長
は
そ
れ
ま
で
こ
の
書
を
学
ん
で
い

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
相
違
に
は
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
と
、『
全
経
大
意
』
が
取
り
上
げ
た
経
書
と
頼
長
の
所
見
目
録
の
「
経
家
」
と
で
相
違
す
る
の
は
、『
孝
経
』
と
『
論

語
』
と
の
記
載
の
順
序
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
稿
で
も
、
何
を
以
て
十
三
経
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
そ
の
記
載
の
順
序
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
全
経
大
意
』
の
そ
れ
と
他

の
文
献
に
お
け
る
記
載
と
の
比
較
を
行
っ
て
、『
経
典
釈
文
』
が
最
も
『
全
経
大
意
』
に
近
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の

『
経
典
釈
文
』
と
の
間
に
も
、

『
論
語
』
と
『
孝
経
』
の
順
序
が
逆
で
あ
る
。

『
経
典
釈
文
』
で
は
『
荘
子
』
の
後
に
『
爾
雅
』
が
入
る
。

と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、『
経
典
釈
文
』
と
の
相
違
は
二
つ
、『
台
記
』
と
は
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
何
を
「
全

経
」
と
し
て
数
え
る
か
、
ま
た
そ
の
順
序
に
お
い
て
、『
全
経
大
意
』
に
最
も
近
い
の
は
前
掲
の
『
台
記
』
の
所
見
目
録
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

『全経大意』と藤原頼長の学問
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四

『
全
経
大
意
』
と
『
台
記
』
に
所
見
の
経
書
の
注
釈
書
の
異
同
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

『
全
経
大
意
』
に
著
録
さ
れ
た
十
三
経
の
注
疏
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（「

」
に
入
れ
た
も
の
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
頭

に
付
し
た
〇
に
つ
い
て
は
後
述
）。

周
易

王
弼
注

〇
周
易
正
義
（
孔
穎
達
）

〇
経
典
釈
文
（
陸
徳
明
）

「
緯
十
巻
鄭
玄
注

」

「
義
十
二
巻
張
機
撰

」（＝

周
易
講
疏
張
譏

）

鄭
玄
注
の
『
周
易
緯
』
は
諸
書
に
見
い
だ
し
え
な
い
。
張
機
（
正
し
く
は
張
譏
）
の
注
は
「
周
易
講
疏
」
と
し
て
目
録

（『
隋
書
』
経
籍
志
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』）
に
見
え
る
が
、『
陳
書
』
巻
三
十
三
、
儒
林
伝
の
張
譏
伝
に
は
「
周
易
義
」

と
あ
る
。

尚
書

孔
安
国
注

一三四



〇
尚
書
正
義
（
孔
穎
達
）

〇
尚
書
述
義
（
劉
炫
）

〇
経
典
釈
文

毛
詩

鄭
玄
注

〇
毛
詩
正
義
（
孔
穎
達
）

〇
毛
詩
述
義
（
劉
炫
）

〇
経
典
釈
文

周
礼

鄭
玄
注

〇
周
礼
疏
（

公
彦
）

〇
経
典
釈
文

儀
礼

鄭
玄
注

〇
儀
礼
疏
（

公
彦
）

〇
経
典
釈
文

礼
記

『全経大意』と藤原頼長の学問
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鄭
玄
注

〇
礼
記
正
義
（
孔
穎
達
）

礼
記
講
疏
（
皇
侃
）

〇
三
礼
義
宗
（
崔
霊
恩
）

〇
経
典
釈
文

〇
三
礼
大
義
（
梁
武
帝
）

春
秋
左
氏
伝

春
秋
左
氏
伝
集
解
（
杜
預
）

〇
春
秋
正
義
（
孔
穎
達
）

〇
春
秋
述
義
（
劉
炫
）

〇
経
典
釈
文

〇
春
秋
釈
例
（
杜
預
）

「
緯
三
十
巻
鄭
玄
注

」

鄭
玄
注
の
『
春
秋
緯
』
は
諸
書
に
見
い
だ
し
え
な
い
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
梁
の
宋
均
注
の
「
春
秋
緯
三
十
巻
」（『
日
本

国
見
在
書
目
録
』
は
四
十
巻
）
が
あ
る
。

春
秋
公
羊
伝

何
休
注
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厳
彭
祖
伝

〇「
解
微
十
一
巻
」

〇
経
典
釈
文

春
秋
穀
梁
伝

春
秋
穀
梁
伝
集
解
（
范

）

〇
春
秋
穀
梁
伝
疏
（
楊
子
勛
）

〇
経
典
釈
文

論
語

論
語
集
解
（
何
晏
）

「
疏
劉
炫

」（＝

論
語
章
句
）

〇
論
語
義
疏
（
皇
侃
）

〇
経
典
釈
文

孝
経

弘
安
国
注

〇
孝
経
述
義
（
劉
炫
）

〇
孝
経
去
惑
（
劉
炫
）

〇
経
典
釈
文

『全経大意』と藤原頼長の学問
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孝
経
私
記

〇
孝
経
勾
命
決
（
宋
均
）

老
子

王
弼
注

河
上
公
注

周
弘
正
疏

唐
玄
宗
疏

〇
老
子
述
義
（

大
隠
）

荘
子

郭
象
注

荘
子
講
疏
（
張
譏
）

〇
経
典
釈
文

こ
れ
ら
の
各
経
書
の
注
疏
の
う
ち
、
以
下
の
も
の
（
右
の
列
挙
で
は
頭
に
〇
を
付
し
た
）
は
『
台
記
』
中
に
も
記
載
が
あ
る
。

周
易
正
義

尚
書
正
義
、
尚
書
述
義

毛
詩
正
義
、
毛
詩
述
義

周
礼
疏
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儀
礼
疏

礼
記
正
義
、
三
礼
義
宗
、
三
礼
大
義

春
秋
正
義
、
春
秋
述
義
、
春
秋
釈
例

「
公
羊
解
微
」

春
秋
穀
梁
伝
疏

論
語
義
疏

孝
経
述
義
、
孝
経
去
惑
、
孝
経
勾
命
決

老
子
述
義

経
典
釈
文

以
上
の
諸
書
は
藤
原
頼
長
が
読
ん
だ
も
の
、
あ
る
い
は
手
に
入
れ
た
い
と
宋
の
商
人
に
将
来
を
依
頼
し
た
書
で

８
）

あ
る
。
こ
の
『
全

経
大
意
』
と
『
台
記
』
と
の
重
な
り
を
多
い
と
見
る
か
、
さ
ほ
ど
で
は
な
い
と
見
る
か
、
立
場
に
よ
っ
て
見
方
は
も
ち
ろ
ん
違
う
わ

け
で
あ
る
が
、
私
は
多
い
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
思
う
の
は
、
頼
長
の
経
書
の
読
書
が

注
疏
に
ま
で
広
く
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

五

前
節
に
示
し
た
『
全
経
大
意
』
が
挙
げ
る
注
の
う
ち
、『
台
記
』
と
の
関
わ
り
で
留
意
さ
れ
る
書
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
に

『全経大意』と藤原頼長の学問
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つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

経
典
釈
文

『
全
経
大
意
』
に
お
い
て
は
重
視
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
に
、
前
節
に
示
し
た
と
お
り
、『
老
子
』
を
除
く
十
二
経
に
お
い
て
、
注
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
経
書
と
も
、
注
の
後
に
先
行
文
献
か
ら
の
抄
出
引
用
に
よ
っ
て
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
説
明
部
分
の
最
初
に
『
経

典
釈
文
』
が
引
か
れ
て
い
る
。『
周
易
』
を
例
に
す
る
と
、

・
周
易
雖

文
起

周
代

而
卦
肇

伏
羲
、
々
々
既
処

名
教
之
初
。
故
易
為

七
経
之
首
。

・
正

正
義
）
云
、
易
者
変
化
之
惣
名
、
改
拠
之
殊
称
云
々
。

『
尚
書
』
で
は
、

・
古
文
尚
書
既
起

五
帝
之
末
、
理
後

三
皇
之
経
、
故
次

於
易
。

・
本
書
序
云
、
古
者
伏
羲
之
王

天
下
、
…
…

と
も
に
最
初
の
文
章
は
、
出
典
は
記
さ
な
い
が
、『
経
典
釈
文
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
経
典
釈
文
』
の
引
用
で

説
明
を
始
め
て
い
る
。『
周
易
』『
尚
書
』
の
ほ
か
に
『
毛
詩
』『
周
礼
』『
春
秋
』
も
同
じ
形
式
で
あ
る
。

一
方
、『
台
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
康
治
元
年
八
月
二
十
三
日
条
に
、

経
典
釈
文
巻
第
一

序
録

宇
治
の
宿
に
於
い
て
見
了
ん
ぬ
。

同
二
年
九
月
三
十
日
条
の
所
見
目
録
に
、

経
典
釈
文
七
巻

康
治
二
年
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と
あ
る
。
ほ
か
に
個
別
の
も
の
と
し
て
も
読
ん
で
い
る
。

今
日
よ
り
周
易
釈
文

一
巻
、
摺
本

を
見
る
（
天
養
元
年
七
月
二
十
五
日
）。

左
氏
釈
文

六
巻

を
見
了
ん
ぬ
（
康
治
二
年
二
月
十
八
日
）。

頼
長
が
特
に
『
経
典
釈
文
』
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
が
、『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』
に
も
見
え
ず
、
他

の
文
献
に
も
な
か
な
か
書
名
を
見
い
だ
し
が
た
い
な
か
で
、『
台
記
』
に
は
以
上
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

公
羊
解
徽

『
全
経
大
意
』
に
は
『
春
秋
公
羊
伝
』
の
注
の
一
つ
と
し
て
「
解
微
十
一
巻
」
を
挙
げ
る
が
、
前
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
微
」
は

字
形
の
近
似
に
よ
る
誤
り
と
考
え
ら
れ
、
正
し
く
は
「
解
徽
」
で
あ
ろ
う
。

「
公
羊
解
徽
」
は
中
国
の
文
献
に
は
見
え
ず
、
日
本
の
文
献
に
の
み
記
載
が
あ
る
。
目
録
と
し
て
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
春

秋
家
）
で
あ
る
。

春
秋
公
羊
解
徽
十
二
巻

と
著
録
さ
れ
る
。

頼
長
も
読
ん
で
い
る
。
ま
ず
、『
台
記
』
の
康
治
元
年
四
月
一
日
条
に
、

初
め
て
公
羊
解
徽
を
見
る

今
日
二
巻

。

と
あ
り
、
同
四
月
五
日
条
に
は
、

公
羊
解
徽
を
見
ざ
る
者
は
春
秋
の
大
義
に
通
ず
る
こ
と
無
し
。

と
ま
で
記
し
て
い
る
。
ま
た
同
六
日
条
に
、

『全経大意』と藤原頼長の学問
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初
め
て
毛
詩
正
義
を
見
る
。
委
し
く
見
る
に
依
り
、
一
巻
を
終
へ
ず
。
首
に
勾
等
を
付
す
。
解
徽
の
例
の
如
し
。

と
あ
り
、
文
頭
に
鉤
点
を
付
し
た
り
し
な
が
ら
『
公
羊
解
徽
』
を
丁
寧
に
読
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
康
治
二
年
七

月
十
三
日
条
に
、

解
徽
一
部

十
二
巻

見
了
ん
ぬ
。
首
に
勾
を
付
せ
し
要
文
、
生
徒
を
以
て
本
書
の
裏
に
書
せ
し
む

と
あ
り
、『
解
徽
』
へ
の
執
着
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
他
に
天
養
元
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
も
読
書
の
記
事
が
あ
る
。

以
上
の
記
事
か
ら
、
頼
長
が
『
公
羊
解
徽
』
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

『
公
羊
解
徽
』
は
日
本
に
お
い
て
の
み
見
え
る
書
名
で
あ
り
、
目
録
で
あ
る
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
以
外
で
は
、
わ
ず
か
に

『
全
経
大
意
』
と
『
台
記
』
と
に
所
見
が
あ
る
。

孝
経
去
惑

『
公
羊
解
徽
』
と
似
た
事
例
と
し
て
『
孝
経
去
惑
』
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
書
は
中
国
の
文
献
に
は
見
い
だ
し
え
な
い
が
、

我
が
国
で
は
目
録
に
著
録
が
あ
り
、
ま
た
読
ま
れ
て
い
る
。

『
台
記
』
で
あ
る
が
、
康
治
元
年
三
月
二
十
三
日
条
に
、

又
孝
経
其
或
一
巻
見
了
ん
ぬ
。

と
あ
る
が
、「
其
或
」
は
康
治
二
年
九
月
三
十
日
条
の
所
見
目
録
に
、

同

孝
経
）
去
惑
一
巻

康
治
元
年

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
去
惑
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
遡
っ
て
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
孝
経
家
）
に
、

々
々

孝
経
）
去
惑
一
巻

同

劉
炫
）
撰

と
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
『
公
羊
解
徽
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
本
書
は
、
ほ
か
に
『
通
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憲
入
道
蔵
書
目
録
』（
第
十
櫃
）、『
二
中
歴
』（
第
十
一
、
経
史
歴
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
二
書
、『
公
羊
解
徽
』
と
『
孝
経
去
惑
』
は
中
国
に
は
そ
の
書
名
を
見
ず
、
日
本
に
お
い
て
の
み
記
載
を
見
る
書
で
あ
る

が
、『
台
記
』
は
こ
れ
を
記
載
す
る
書
の
一
つ
で
あ
り
、
頼
長
は
こ
れ
ら
を
読
ん
で
い
る
。

孝
経
述
義

隋
の
劉
炫
の
著
で
、『
隋
書
』『
旧
唐
書
』
の
経
籍
志
に
は
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
に

は
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
伝
存
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
佚
存
書
で
あ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
舟
橋
家
旧
蔵
の
巻
一
・
四
が
そ

れ
で
あ
る
が
、『
全
経
大
意
』
の
『
孝
経
』
の
説
明
部
分
は
多
く
を
こ
れ
か
ら
引
用
し
て

９
）

い
る
。

頼
長
の
許
に
も
こ
の
書
が
あ
り
、
読
ん
で
い
る
。

康
治
元
年
三
月
二
十
三
日
条
に
、

孝
経
述
義
一
部
五
巻
見
了
ん
ぬ
。

天
養
元
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
、

先
に
定
安
を
し
て
大
学
に
参
ら
し
め
披
覧
を
請
ふ
所
の
書

五
経
正
義
、
公
羊
解
徽
、
穀
梁
疏
、
論
語
皇
侃
疏
、
孝
経
述
義
等

な
り

、
皆
之
れ
を
見
る
。

と
あ
る
。

老
子
述
義

『
孝
経
述
義
』
と
似
た
事
情
に
あ
る
書
で
あ
る
。
唐
の

大
隠
の
著
で
、
新
旧
『
唐
書
』
の
経
籍
志
（
芸
文
志
）
に
は
あ
る
が
、

『
宋
史
』
以
後
の
書
目
に
は
見
え
ず
、
現
存
し
な
い
。
一
方
、
日
本
で
は
、
書
物
と
し
て
遺
存
し
て
は
い
な
い
が
、
か
つ
て
は
伝
存

『全経大意』と藤原頼長の学問
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し
、
読
ま
れ
て
い
た
。
具
平
親
王
の
『
弘
決
外
典
抄
』
以
下
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
抄
出
引
用
が
あ
る
。
そ
の
輯
佚
も
な
さ

れ
て

10
）

い
る
が
、
佚
文
を
引
用
す
る
文
献
も
日
本
の
書
物
の
み
で
、
中
国
の
書
に
は
見
え
な
い
。

頼
長
は
こ
の
書
も
読
ん
で
い
る
。
天
養
二
年
十
二
月
三
十
日
条
の
久
安
元
年
（＝

天
養
二
年
）
の
所
見
目
録
に
、

老
子
述
義
十
巻

首
付

懸
勾
、
自
筆
抄

出
論
義
、
詳
見
也

と
あ
る
。

『
孝
経
述
義
』
と
『
老
子
述
義
』
は
中
国
に
お
い
て
は
正
史
の
経
籍
志
に
著
録
を
見
る
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
我
が
国
に
お
い

て
は
零
本
で
は
あ
る
も
の
の
写
本
が
伝
存
し
、
あ
る
い
は
抄
出
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
書
で
あ
る
が
、
頼
長
は

こ
れ
ら
も
読
ん
で
い
る
。

注
疏
で
は
な
い
が
、
引
用
さ
れ
た
文
献
の
中
で
、
言
及
し
て
お
き
た
い
書
が
あ
る
。『
南
史
』
で
あ
る
。
南
朝
｜
宋
・
斉
・
梁
・

陳
の
歴
史
書
で
、
唐
の
李
延
寿
の
撰
。『
孝
経
』
の
説
明
部
分
に
『
南
史
』
の
引
用
が
あ
る
。

南
史
列
伝
云
、
徐
紛
、
性
孝
悌
。
父
陵
常
疾
。
紛
焼
香
泣
涕
、
跪
誦

孝
経
、
日
夜
不

息
、
陵
疾
愈
。
親
戚
皆
謂
、
紛
孝
感
所

致
。

巻
六
十
二
、
徐

伝
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
が
、
厳
密
で
は
な
く
省
略
が
あ
り
、
人
名
も
誤
っ
て
い
て
、
正
し
く
は
徐
份﹅
で
あ
る
。
そ

の
孝
行
を
語
る
話
で
、
彼
は
病
気
と
な
っ
た
父
の
た
め
に
日
夜
『
孝
経
』
を
読
誦
し
て
こ
れ
を
直
し
た
と
い
う
。『
孝
経
』
の
名
が

出
る
の
で
引
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、『
全
経
大
意
』
に
は
史
書
か
ら
の
引
用
は
例
が
少
な
く
、
ほ
か
に
は
『
春
秋
公
羊
伝
』
条

に
『
漢
書
』
芸
文
志
の
、『
荘
子
』
条
に
『
史
記
』
列
伝
の
引
用
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

頼
長
も
『
南
史
』
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
「
帝
紀
」
は
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
に
読
ん
で
い
る
。
康
治
二
年
九
月
三
十
日
条
の
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所
見
目
録
に
、

南
史
帝
紀
十
二
巻

抄
、
首
付

永
治
元
年

と
あ
る
。
そ
の
列
伝
の
学
習
方
法
は
か
な
り
特
異
で
あ
る
。
同
二
年
三
月
三
十
日
条
に
、

飲
食
の
時
、
生
徒
を
以
て
南
史
を
語
ら
使
む
。
予
め
生
徒
に
仰
せ
て
抄
し
進
め
令
む
。
専
ら
経
を
学
び
て
史
を
学
ぶ
に
暇
あ
ら

ず
。
飲
食
の
時
は
徒
ら
に
光
景
を
移
す
。
仍
て
其
の
間
、
南
史
を
語
ら
使
む
。
生
徒
・
吾
語
る
こ
と
三
遍
。

と
あ
る
が
、
同
十
一
月
十
七
日
条
に
も
同
様
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

余
、
近
年
経
を
学
び
て
史
を
学
ぶ
に
暇
あ
ら
ず
。
之
れ
に
因
り
て
今
春
自
り
生
徒
五
人
に
命
じ
て
食
物
及
び
沐
浴
の
時
、
南
史

の
要
書
を
語
ら
令
む

三
反

。
昨
、
其
の
功
を
終
ふ
。
…
…
、
南
史
の
伝
七
十
巻
の
内
、
生
徒
の
語
る
所
凡
そ
五
百
九
十
一

事
。
其
の
中
覚
ゆ
る
所
二
百
八
十
五
、
覚
え
ざ
る
は
三
百
六
、
半
分
に
及
ば
ず
。
深
く
恥
と
為
す
。

頼
長
は
経
書
を
学
ぶ
こ
と
に
忙
し
く
、
歴
史
書
を
読
む
余
裕
が
な
い
の
で
、
食
事
及
び
入
浴
の
時
間
を
使
っ
て
、
学
生
五
人
に
『
南

史
』
列
伝
の
要
所
を
く
り
返
し
語
ら
せ
て
、
そ
れ
を
覚
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
半
分
も
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
歎
い
て
い
る
が
、

『
南
史
』
列
伝
中
の
二
百
八
十
五
事
は
記
憶
し
た
の
で
あ
る
。

六

金
剛
寺
蔵
の
希

の
書
、『
全
経
大
意
』
は
儒
教
経
典
の
目
録
及
び
案
内
書
で
あ
る
が
、
他
に
類
例
を
見
な
い
書
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
文
学
史
（
こ
と
に
学
問
史
）
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
平
安
末
期
の

『全経大意』と藤原頼長の学問
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藤
原
頼
長
の
学
問
と
の
対
比
を
試
み
た
。

具
体
的
に
は
、「
全
経
」
と
い
う
用
語
、
何
を
「
全
経
」
と
し
て
数
え
る
か
と
そ
の
順
序
、
そ
し
て
『
全
経
大
意
』
が
挙
げ
る
注

疏
及
び
引
用
書
の
う
ち
、
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、『
経
典
釈
文
』『
公
羊
解
徽
』『
孝
経
去
惑
』『
孝
経
述
義
』『
老
子
述
義
』『
南

史
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
両
者
に
は
近
縁
す
る
点
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
こ
ま
で
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
｜
た
と
え
ば
『
全
経
大
意
』
が
制
作
さ
れ
た
場
、
あ
る
い
は
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
何
か
言
う
に
は
な
お
遠

い
。注１

）

田
島
公
「
中
世
天
皇
家
の
文
庫
・
宝
蔵
の
変
遷
｜
蔵
書
目
録
の
紹
介
と
収
蔵
品
の
行
方
｜
」（
同
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第

二
輯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収
。
近
世
初
期
の
写
し
と
い
う
。

２
）
『
孝
経
援
神
契
意
隠
』
は
確
認
で
き
な
い
が
、
書
名
か
ら
そ
う
判
断
す
る
。『
孝
経
援
神
契
』
は
中
国
の
書
で
あ
る
。

３
）

近
似
の
書
名
と
し
て
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
「
論
語
家
」
に
「
五
経
発
題
一
巻
」
が
見
え
る
。

４
）
『
諸
経
発
題
』
に
つ
い
て
は
注

３
）参
照
。

５
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

６
）

注

５
）に
同
じ
。

７
）
『
台
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
康
治
二
年
十
二
月
ま
で
は
史
料
纂
集
本
、
そ
れ
以
後
は
増
補
史
料
大
成
本
に
拠
る
。
ま
た
原
文
の
双
行
注

は
一
行
書
き
に
改
め
、

に
入
れ
て
示
す
。
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８
）

仁
平
元
年
九
月
二
十
四
日
条
（『
宇
槐
記
抄
』）
に
宋
の
商
客
、
劉
文
冲
へ
の
「
要
書
目
録
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
尚
書
述
義
』

『
毛
詩
述
義
』『
三
礼
義
宗
』『
三
礼
大
義
』『
春
秋
述
義
』
は
こ
れ
に
見
え
る
。

９
）

前
稿
「『
全
経
大
意
』
に
つ
い
て
」
参
照
。

10
）

深
野
孝
治
「

大
隠
著
『
老
子
述
義
』
に
つ
い
て
｜
附
『
老
子
述
義
』
輯
佚
稿
｜
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
一
四
号
、
一

九
九
〇
年
）。
ま
た
『
老
子
述
義
』
に
つ
い
て
の
専
論
と
し
て
、
古
勝
隆
一
『
中
国
中
古
の
学
術
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
下

第
二
章
「

大
隠
の
『
老
子
述
義
』」
が
あ
る
。

『全経大意』と藤原頼長の学問
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